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天
空
の
城
　
竹
田
城
跡

（
兵
庫
県
朝
来
市
）

　

竹
田
城
は
、
室
町
時
代
の
中
期
に
当
た
る
嘉
吉
年
間

に
、
但
馬
の
守
護
大
名
・
山
名
持
豊
（
宗
全
）
が
、
出

石
城
の
出
城
と
し
て
有
力
な
家
臣
で
あ
っ
た
太
田
垣
氏

に
つ
く
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

戦
国
時
代
に
入
り
、
文
禄
年
間
か
ら
慶
長
の
初
期
に

か
け
て
、
羽
柴
秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
赤
松
広
秀
に

よ
っ
て
、
現
在
に
見
ら
れ
る
総
石
垣
の
城
に
つ
く
り
か

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
城
は
、
古
城
山
（
３
５
３
・
７
メ
ー
ト
ル
）
の

山
頂
を
中
心
に
、
三
方
へ
広
が
る
よ
う
に
曲
輪
（
く
る

わ
）
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
が
、
虎
が
臥
せ
た

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
虎
臥
城
（
と
ら
ふ
す
じ
ょ

う
・
こ
が
じ
ょ
う
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
す
る
霧
が
つ
く
る

雲
海
に
浮
か
び
上
が
る
姿
か
ら
「
天
空
の
城
」
と
も
称

さ
れ
、
歴
史
ブ
ー
ム
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
数
々
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
来

訪
者
を
迎
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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竹田城の勇壮な石垣
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